
ゴールドライン社製サウンドプレッシャレベル・メータ（dB メータ）は精密機器で、遠くからも簡単に読取ることができるデジタル数値の
ディスプレイが特徴です。これらのメータは、サウンドレベルメータのためのANSI S1.4標準に対して設計されています。

精密サウンドレベルメータ ＆ サウンドコントロールシステム

コントロール サウンド レベル
SPL 120

内蔵マイクロフォン付きのバッテリ動
作のポータブルｄB メータ

SPL 120L

着脱可能なマイクロフォン（35ｄB～
122dB ）付きのバッテリ動作のポー
タブルｄB メータ

SPL 162

ポータブル162dB SPLメータ

SPL 162R

着脱可能なマイクロフォン付きポー
タブル162dB SPLメータ

SPL 120RM3

3切換入力、3ｘMK8マイクロフォン付
きラックマウントｄB メータ

SPL サインボード

SLC 1-
SLC 1は特殊なトリガ回路を持つシングルラックスペースのサウ
ンド・レベル・メータです。
モニタされたサウンドが指定されたレベルを上回った場合、スイッ
チ出力に接続されたリレーが動作します。スイッチ出力に接続さ
れた補助機器（マネージャーに警告、ライトを点灯、ベルを鳴らす、
あるいはコンプレッサを起動するための）を起動できます。指定さ
れたレベルをサウンドが何回上回るかを求めるためのカウンタを
起動するのにも使用できます。補助装置の選択は、特定の状況
に対応するために、インストーラによって行われます。2番目のリ
レーによって、SLC1はサウンドレベルを5秒間、6dB（20%）減衰す
ることが出来ます。この機能は、パフォーマー/ディスク・ジョキー
が指定されたサウンドレベルに減衰できるように設計されていま
す。

●ラックマウントタイプの音圧レベルメータ、電子メッセージ

ディスプレイ付き

●カスタム・メッセージをSPL表示に組込み可能

●距離150フィートまで識別可能

SPL SIGNは明るいサイン板とインターフェースできる19インチ
ラックマウントのサウンドレベルメータです。測定マイクロフォン
と一緒に納品されます。標準モデルは123dB までのサウンドレ
ベルを測定。162dBまでのサウンドレベルを測定する場合はハ
イSPLマイクロフォンと一緒に納品することが出来ます。SPLサ
インボードは、SPLを表示、あるいはイベント、メッセージを表示
するようにプログラムすることが出来ます。

サウンドレベルメータ/ジェネレータ/インピーダンスメータ

サウンド・テスタ



4チャンネル マイクロフォン マルチプレクサ

ヘッドフォーン アンプ
HPAJｒヘッドフォーンアンプはコンパクトで、バッテリ/外部DC電源用のユニットで、フルサイズのプロ用ヘッ
ドフォーンを各種のオーディオ入力ソースにインターフェースできます。モニタレベルを上げるようなプロ
フェッショナル目的のためにHPAJｒを使用することが出来ます。ミキサ、ポータブルVTR、テープレコーダ、
R-DATからキーボートとシンセサイザのパーソナルリスニングあるいはホームスタジオ機器のモニタまで。
コンパクトで耐久性のあるHPAJｒは完全なポータブルさもとめるためにベルトクリップと一緒に納入されます。

●シングル・チャンネルRTAの機能拡張
●4台のマイク位置までを平均化
●空間の平均が可能
●全体のレスポンスを分析

マルチプレクサは、シングル・チャンネルのRTA（リアル・タイム・アナライ
ザ）が、一回のテストで最高4台のマイク位置からの情報を平均すること
ができます。この情報が「時間平均」を持つアナライザで処理される場合、
結果のカーブは「空間平均」と呼ばれます。空間平均は、Lucas FilmTMと
DolbyTM研究所を含む、大手の映画館/ホームシアター団体により推奨さ
れています。

機能：

低歪みオシレータ：

高速AGC回路を組み込んだ電流コントロール、状態変数のサ
イン波オシレータです。歪み成分は2次で0.1%、3次で0.05%
の低いレベルで聞きとることができないのでリスニングテスト
にTS１とTS2を使用できます。ファンクションジェネレータでは
不要な音を発生させるために、リスニングテストには使えませ
ん。シングルレンジで20Hz から20kHzまでフルの周波数ス
イープが可能です。これらのユニットは全周波数レンジにおい
て振幅が変りません。

周波数範囲：10Hz－30kHz
TS1RMXのみ：10Hz－27kHz
TS1RMXのみ：63.2Ω（平衡）出力

周波数カウンタ：
周波数カウンタは内部で内蔵オシレータに接続されており、
入力コネクタに信号が接続されるまでオシレータの周波数を
示します。その後入力信号の周波数を示します。このユニー
クな組合せにより、周波数の設定に絶対的な精度が可能にな
ります。
周波数レスポンス：1Hz－99.99kHz

dBメータ：
dBメータは広帯域の平均値応答AC電圧計です。回路出力は
表示のためにdBに変換されます。ダイレクト・リーディングdB
によりアライメント手順が非常に簡単になります。

メータレンジ： -50dBV~+24dBV ref;(0.775V)
TS1RMXのみ；-70dBV~+24dBV ref;(0.775V)

TS2のみ－インピーダンス・メータ：
インピーダンス・メータは複素インピーダンスをオームで測定しま
す。スタジオ機器の評価と設定、コンポーネントの測定、スピーカ
とエンクロージャのテストと分配スピーカシステムの測定と評価に
使用できます。

レンジ：
0－999Ω、分解能0.1Ω（標準）
0－9999Ω 分解能1Ω999Ω以上、 （10ｋオプション）

TS1RMX 特長
入力：フロント＆リアパネルにマウントされた電気的平衡XLR。
シャーシグランドからアイソレートされ、出力コネクタと共通グラン
ドをもつ。
入力インピーダンス：100kΩ
入力 セレクタ：出力コネクタでの内部オシレータか入力コネクタ
での外部信号のモニタリングの切換
出力：フロント＆リアパネルにマウントされた電気的平衡XLR。
シャーシグランドからアイソレートされ、入力コネクタと共通グラン
ドをもつ。フロントとリア出力は独立にドライブされます。
フロント/リア セレクタ：フロントかリアパネルコネクタの切換

オーディオテスト セット

TS2型TS1型

TS1RMX型



ピンク＆ホワイトノイズジェネレータ

サウンド・システムで多くのテストを実行するための基本ツールであるピンクノイズを作るために、ホワイトノイズが整形され、フィルタされます。
ピンクノイズは、GoldLine社RTAなど固定Hzバンド幅アナライザで機器のドライブレベルの調整が行えるようにオクターブあたり等しいエネル
ギーを提供します。ピンクノイズのスペクトラムはサウンドシステムのためにすばらしいテスト信号となる音楽のスペクトラムとほぼ一緒です。
レベルの高いホワイトノイズがツィータを破壊するため、多くの人は代わりにピンクノイズを選びます。

PN2: ピンクノイズ・ジェネレータはピン
クノイズを連続的供給します。ピンクノイ
ズはオクターブバンド幅あたりのエネル
ギーが同じ量になります。

PN2W: ピンク/ホワイトノイズ・ジェネ
レータはピンクかホワイトノイズを連続
的に供給します。ホワイトノイズはHzバ
ンド幅あたりのエネルギーが等しくなり
ます。ピンクノイズはオクターブバンド幅
あたりのエネルギーが同じ量になります。

PN3A: ピンクノイズを連続的あるいは
バーストで供給するピンクノイズ・ジェネ
レータ。

PN3B: ピンクノイズ/トーン・ジェネレー
タはピンクノイズあるいは1kHz を連続
的にあるいはゲートフォーマットで供給
します。ピンクノイズはオクターブバンド
幅あたりのエネルギーが同じ量になりま
す。ゲート機能はピンクノイズ/トーン・
バーストをDSP30で供給されるような外
部ゲートコントロール経由でコントロー
ルできます。あるいは外部スイッチ閉あ
るいは論理信号でトリガできます。この
ゲートコントロールはRT60 とスピーカ・
ディレイ・タイミング測定で非常に有用で
す。

PWN 1: PWN1型パーソナル・,ホワイト
ノイズ・ジェネレータは、バンド幅のHzあ
たりのエネルギーの量が等しい（通常、
ホワイトノイズとして参照されます）調整
可能な可聴ランダム・サウンドを供給し
ます。このサウンドは選択された環境を
音響的にマスクするためと隣接した会話
の明瞭度を落とし他の人の会話により
自分の会話が断片化されるのを防ぐた
めに使うことができます。ホワイトノイズ
は低いレベルの広帯域ノイズを供給す
ることで耳鳴りの影響を軽減するのにも
役立ちます。

TK5.1: 5.1オーディオツールキットDVD
THXサラウンドEX付5.1チャンネルシス
テムの校正とデバックのために80以上
のテスト信号が論理的にレイアウトされ
ています。

Model GLPN: XLRマイクロフォンコネクタに組み込まれたハン
ディ・ピンクノイズ・テスタです。頑丈なロケットの形で、ピンクノイズ
を連続的供給し、ファントム電源インディケータをもっています。
GLPNは、時間平均された場合、±1dB のレベルを供給でき、“フ
ラット”レスポンスの優れた標準となります。GLPNを使って、イコラ
イゼーション、スピーカのクロスオーバポイント、バランスシステム
の調整をすることが出来ます。このハンディ製品は、サウンド・マス
キング・システム用として使用できます。耳鳴りがする従業員の救
済にも使われています。GLPNはファントム電源で動作し、ファント
ム電源が検出されるとLEDが点灯します。LEDが点灯しない場合、
ファントム電源が来ていないことになります。

出力:不平衡3ピンXLRオス、出力レベル連続＠24.5mV（-
32.2dBV）、周波数：20Hz -20kHz  、電源：12Vdc －48Vdc

Model GL14: ファントム電源インディケータ付の14ファンクショ
ン・サイン波ジェネレータです。ツールボックスの一員にふさわし
い、ハンディで経済的なポケットサイズのツールです。コンパクト
なデザインにより、14のファンクションを持つマイクロフォンレベル
出力を1つのプッシュボタンで起動できます。標準Neutrik製XLR
コネクタに組み込まれ、GL14 は持ち運び、使い方が簡単です。
複数のファンクションにより、サウンドシステムの分析と校正、な
らびにトラブル・シューティングに役立ちます。GL14の内蔵アンプ
はトーンを生成するためにXLRオーディオマイク・ラインからファ
ントム電源を使用します。サイン波は100Hz 、250Hz 、315Hz 、
400Hz、1kHz、2kHz、10kHz で供給されます。ロー/ハイ・サイン
波の同時出力、繰返し、パルス、7サイン波すべてのステップ、レ
ベルをステップして1kHz 、2kHz パルス、ライン・ブレーク検出用
信号の機能が含まれます。

出力レベル:不平衡14mV（-37.1dBV）＠1kHz ；21.4mV（-
33.4dBV）@10kHz 、電源：12Vdc －48Vdcファントム電源

PN2型

PN3B型

PWN1型



ZM1/ZM1P/ZM2N型
ZM1/ZM1P/ZM2N型は、サウンド・コントラクタあるい
はインストーラにとり有用なユニークなテスト&測定機
器です。

ZM1は各種のコンポーネント（抵抗、コンデンサ、イン
ダクタ）と同様にスピーカとスピーカ分配システムのイ
ンピーダンスを測定します。また、インストールされた
スピーカシステムで発生する電力（ワット）も計算しま
す。

ZM1P型（写真左）はZM1型のすべての機能に加えて、
最大120VACまでのアンプ出力オーバーロードから
メータを保護するオーバーロード保護回路とシステム・
テストと機能を向上させるトーン・ジェネレータが追加さ
れています。

バッテリ寿命をのばす特殊回路を持つ、バッテリ動作
の丈夫なハンドへルド機器です。高品質のテストリード
も付属しています。

ZM2N型（写真右）はZM1P型の機能をさらに勧めたも
のです。 ZM1P型のすべての機能に加えて、ZM2N型
は高いレベルのトーン出力を持ち、ノイズ環境での使
用に有効です。 ZM2N型はバッテリ動作ならびに
AC115Vもしくは220Vでも動作可能で、非破壊ケース
付で供給されます。ふたは狭い場所での使えるように
取り外しが出来ます。高品質のテストリードも付属して
います。

ZM1/ZM1P/ZM2N型

極性アナライザ

ZM1P型

ZM2M型カバー無し

ZM2M型ケース

APT2/APT2B型絶対極性アナライザ

GoldLine極性アナライザは絶対極性を正確に求めるために最先端の信号
処理を採用しました。これにより、スピーカの極性テストが被試験物から発
生する信号波形の歪み、パッシブ・クロスオーバーに影響されずに、すば
やくチェックできます。 APT2型（不平衡）とAPT2B型（平衡）はツィータ、
ミッドレンジ、ウーファ、サブウーファとキャビネット、さらにはイコライザ、ア
ンプとクロスバーにて動作します。これらのハンディ機器で、すべてのシス
テムはわずか数秒でチェックできます。APT2B型はオリジナルのAPT2型
の機能と便利さを引き継ぎ、バランス出力と入力の機能が追加されました。

音響的に電気的に極性をチェックするには、被試験物の入力にジェネレー
タが接続されます。テスタのアナライザ部分は出力信号をピックアップする
ようになっています。また、アナライザ部分は情報を処理し、被試験物が信
号極性を逆にしたかどうかを判断します。結果がLED（+）正極性、（-）逆極
性で表示されます。

APT2型

APT2B型
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